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石
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正
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郎
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郎
加
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恂
二
久
志
本
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孝
小
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戸
洋
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原
悠
紀
田
郎
末
中
哲
夫
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高
木
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二
郎
田
代
逸
郎
立
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二

田
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三
筒
井
正
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重
朗
寺
畑
喜
朔
中
川
米
造

編
集
後
記

本
年
度
、
新
編
集
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

（
本
誌
投
稿
規
定
参
照
）
旧
委
員
が
三
名
残
り
、
新

た
に
、
三
、
四
十
代
の
方
々
が
加
わ
り
ま
し
た
。

新
委
員
会
は
、
旧
委
員
会
の
流
れ
を
継
承
し
、
よ

り
充
実
し
た
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
つ
く
っ
て

行
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
投
稿
規
定
の
手
直

し
、
審
査
制
度
の
確
立
の
作
業
を
は
じ
め
て
お
り

ま
す
。
具
体
的
な
編
集
業
務
に
つ
い
て
も
、
見
直

し
と
合
理
化
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

学
会
誌
は
、
会
員
（
読
者
）
の
た
め
の
も
の
で

あ
り
ま
す
。
編
集
委
員
会
や
投
稿
者
は
、
そ
の
こ

と
を
十
分
わ
き
ま
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
委
員
会

は
、
こ
の
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
や
っ
て
行
き
ま

中
沢
修

西
川
槇
八

樋
口
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太
郎

本
間
邦
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三
浦
豊
彦

森
納

安
井
広

山
中
太
木

渡
辺
左
武
郎

中
西

服
部

深
瀬

丸
山

三
輪

守
屋

山
下

山
本

（
理
事
の
名
は
省
略
）
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中
山

原
田

福
島

松
木

室
賀

矢
数

山
田

米
田

沃
康
夫

義
一

明
知

昭
三

圭
堂

光
胤

正
治

す
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
は
、
会
員
の
理
解
、
支

持
、
協
力
が
な
け
れ
ば
、
十
分
な
活
動
を
で
き
ま

せ
ん
。
三
、
四
十
代
中
心
の
新
委
員
会
は
、
い
ろ

い
ろ
な
失
敗
や
行
き
過
ぎ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ど
う
か
暖
い
心
で
叱
正
を
た
ま
わ
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今
後
、
編
集
後
記

は
、
編
集
委
員
会
か
ら
会
員
へ
の
具
体
的
な
連
絡

に
も
利
用
い
た
し
ま
す
。
投
稿
規
定
が
不
十
分
な

現
在
、
当
分
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
お
願
い
な
ど
が

出
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
（
矢
部
一
郎
）
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